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オオム　ラサキをさがそう

顧問　　福　田　晴　夫

オオムラサキという蝶がいる。 日本の鼠喋として75円切手になっているくらいだから，実物

は見たことはなくても，あの美しい大形広子タナノ、チョウは一般の人たちにもおなじみをのかもし

れない。ところが，このチョウは腹児島県下ではわずかに2つの記録しかない珍種なのである。

すなわち，ひとつは大口市山野町の十曾ク‾ム上流約2Kmの地点で，現在ラ・サール高校の生

物の先生をしている町田明哲

氏が高校生時代に記録された

ものである。町田氏からの古

い私信によると，たしか時々

は大口市内でも見かけるとあ

ったようだが，その後くわし

いデーメを発表した人はいな

い0

他のひとつは出水南の田之

亘白で山之口勉氏が1954年

7月1日“雨後のヨた守り′て

落ちて飛べなかった”という

きれいな個体こC1古）を素手

で採集されたという記録で，

これは本会OBの橋元紘蘭氏

し現福山高教諭）が報告した。
しかし，ここでもその後全く

採集または目撃された記録憬

なしへ。

実は私がここ北薩の出水「百

にやってきた理由のひとつが

このチョウをさがすことなの

である。もちろん，標本がほ

しいのではないし，記録をう

たがっているのでもない。そ
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のわけにら九州におけるオ孝． ムラサキ○分布図をみてい草たければかわかカだろう。 分布の両眼

は宮崎県小林市であるが，大淀川と川内川（せたねこ広楓用）から南へ分布がひろかっていたいの

はなぜか。九州山脈が県北部で由へ曲が少，出水山脈となってい・つたん海底に投しさらに飯島に

違っていることと関係があるのだろうか，はかにオオムラサキと同じようを分布をしている昆虫

や栖物扶ないのであろうか。とうも，矢筈岳と紫尾山の問に何か受だよく知られていない何もの

かがあるようを気がする。

だが，こんな問題を考えるには，北薩から南肥の山々はまだあまりにも未調査地福が多すぎる。

分布図を作ってみても空白部が多すぎて問題点があいまいである。 ． ‘ここは調べたがいなかった”

“ここでは何月に何頭とれた”という記録がもっとふえ夜ければどうにもをらなレ。

という次第で，出水にきて早くも2年間が過ぎたが昨年の台湾旅行などのためまだ本格的妄調

査をやっていない。だが，今年はそれを片付けることにしよう。

調べ万はいろいろあるが，まず冬に越冬幼虫をさがすことだ。 食樹はエノキでどこにでも1ある

から，その限ぎわの枯某を一枚一枚めくってし1けば茶かっ色の幼虫がみつかるはずである。 昨年

は1日だけバイクをとばして昔がしまわったが，とれたのは近縁種のゴマダラチョウの幼虫であ

った。
たが，まだのぞみは充分にある。

もうひとつは，いうまでもなく成虫を発見すること。 7月が適期だからつゆ明けの頃，エノキ

の受イつりをゆうゆうと飛しょうする姿驚きがすか，クヌギなどの樹液に吸汁にきている個体をみ

つけることだ。

しかし，偵察をした範胞では問題の円之包有近も梅林が少たく，オオムラサキにとってすみや

すいところではないようだ。人尚によって生活場所が圧迫されたいうちに，彼らの本来の分布凶

を調べることを急がねばならない。 おっそらら出水南から大口石へぬけるコー・スと水俣から山野

線にそって大日に達するコ一一スは何ベんも歩かれにならない∴∴ノ二。

問題になるのはォオムラサキたけではない。 鹿児島放下で蛙未発見のエゾスジクロチ豆ウもい

る。これは近縁のスシクロチョウとよく似ていて∴種の判定には苗のリン粉を検録せねば在らな

いやっかいなチョウだが，北蔭や南肥ならとれる可能性が大きい。 昆虫だけでなく，’昨年から彗三

物霜でとカあけ揖アブラポチの分布調査の結果も気がか少である。 出水というところは生物分布

上ほんとに注目すべき格別を場所なのであろうか。 私はその答えをやや急いでたさわはならぬ。

部員諸君の御協力をかねがいする次第である。

（19d9年2月28Eり

－　Z　－



生　物　部　共　同　研　究

アブラボテの研究（篇一報）

2年山村栄一郎

1年多田園睦捨

1年森藤友久

1年鍬光耕一

2年上床賢良

1年川南冶史

1年荒木窟－

アブラボテ（AcheilognathtlSlimbata）は，コイ科，タナゴ亜科，タナゴ属に属

する淡水魚であるが，出水地方で“シピッチョ”と呼ばれ，われわれにはなじみの深い魚のひと

つである。

ところが，本種は北は朝鮮江東江上流の地位椅北遺英陽から，更は愛知慮西部の名古屋近辺ま

でに広く分布しているにもかかわらず，靡児島県下ではわずかに“広亀川や付近の′」、川にのみ分

布している。’’（今井貞彦，19d4）という。 このように，出水地方が分布の南限またはそれ

に近い動物性，例えば，妹のオオムラサキ夜どのように1まだはかにもか覆りいるものと思われる。

われわれが周是射てしたのは，まずこの分布を規制している原因（分布要因）であれどのように

この分布様式が形成されたかを考えることであった。

しかもこの魚は，ノルマン（米人）の有名を匪‖てよってもよく知られているようにタナゴの付

随であ少，二枚貝で，イシガイ数の中て産卵するというおもしろい生活史をもっているのである。

お受けにアブラがテのニL、・一′史の記録は，内乱恵太郎博士が朝鮮で調査された報告（内町恵太郎

1959）があるが，九州産のものについてはあまカ調査されていないようにみえる。

以上のような理由でクラブの共同研究テーマとして1968年度から取力上げたが，この一年

は文献によると，おおまかな分布調査と飼育方法の研究だけに終ってしまった。しかし新しい年

の研究の進展のためにここに第一報として報告しておくことにした。

本論に入るに先立ち貴重な文献のコピーをお送りいただきいろいろの御教示をよせられた，鹿

児島大学水産学部の今井貞彦博士にあっく御礼申し上げる。

1飼育記録

1）まえがき

了∵ブラポテの生態について，とくに産卵ならびに貝の中での幼魚の状態の観察を主目的とし

て19d8年より幾たびか飼育を試みたが，すべて一日あるいは二日で死んでしまうのが普通

であった。
原因はどうも水が上水道であるためカルキの影隼では覆いかとしへうことになれ次

には溜め水を使用しそれに水道水を少しずつ落してやるようにしたが，そrLでも三日ほどで死

んだ。しかし，同年10月エヤーポンプの到着とともに本格的を飼育を始めることができた。

・－3－



原因は酸素不足であったらしい。

2）飼育装置

縦51cm，横5d叫高さ29cmの角型水槽－ケを使用

水は，－う風間に一回約半分ほどをポンプでくみかえる。 （潜水を使う）

エアーポこ／プ使用

水楢の底には生息地の土を15C叫ほどしき，又石も入れる。

水草は，ニ7ラスコモ（末同定）を水槽甲央に入れる。

5）巌簡記録

この飼育記録は，1968年10月25Eは少，同年12月18日までのものである。 本題

である生態についてのものではないが，ここでは了ブラポチのなわ張りについてまだ不十分で

あるが記してかきたい。

1968年1ロ月25日

出水甫表郷の小川より採集した（体長5－5・5m5匹，約5珊1匹，1′－2C耽6匹，計

10匹のフ∵ブラポチならびにイシガイ顛四種（末同定）を入れ飼育を始める。

しばらくして，水槽のすみで穴をたり（？ ）くぼ地を作力なあ張りの形成をはじめる。

‘1口月2d臼

相互間（4匹）で追い回す争いが始まり，内一一匹が死亡。 原因は，他の三匹に追い回され

たためではないかと思われる。

他の者が近づくとそれを追い回す。 遣われ・た者は水面近くへ逃げる。

10月28日

永楢甲に入れて4日目，ほほをわ張りが決定する。

なわ張りを示した個体（3匹）はともに大きいもの，‘jlをオフち2年魚と思われるもの以上

である。

なわ張力の広さは，約10、15L肌であるがお互いかさなっている所もある。

え盲管・与えてもあまカ動こうとはしか（。

11月7日

水相中にフナ（アブラボテより大）を入れて見ると，フナの移動とともに攻わ張力が消え

た。

11月8日

水楷甲の水草を移動すると，なわ張如ま消え群れを形成する。 しかしまもなく新しいをわ

張りができる。

11月14El

たわ張力が消え，甲央の水草の下に集まる。

11月18日

再びをわ張力が形成されたが，叉消失する。

－・． 4－



12月18日

水船中のアブラボテが全部死亡する。 原因は不明であるが，おそらく水槽甲の泥の腐敗に

よるものではないかと思われる。

まと柾）

飼育を始めたことによってなわ張りを確認することができたが，なぜをわ張りを形成するのか

またはっきりしない。気付いた点は次の通力である。

まず第一に考えられることは，なわ張少の形成と個体の大小に即することである。 前の記録に

あるように，茂わ張りを形成した個体はほほ放免の大きさであカ，個体の大きいものはど勢力が

無いようである。

普通′j、川などでは群れを形成しているの’を見ることが多く，このことに対して多′」、の疑問が生

じて来るが，この群れを形成している個体すなわち′」、川や観察できるのは，幼魚（個体の′」、さレつ

魚）であ少，魚（2年魚）が夜わ張りを形成するのではないかと考えると理解できる。

第二に水温となわば少にl狩逆性があるのではないかということである。

11月中旬から12月にかけて，水温が15℃前後に下がるとなわ張力が消失して，水草の下

に集ま少じっとしているようになる。 しかし，昼になって水温が上昇すると再び分離してなわ張

少を形成するのがみられる。

一般になわ張力性を示す原因として

a食物の確保

b♀の在保または独占

C生活場所の群保

などがあるといわれているが，アブラポチの場合はどうもaの食物条件であるようにもしみえる。

しかし，また性を区男子ふ亮喝丑や体長釦も個体密度の変化との関係など，本格的な調査にやっ

ていないので乍」ともいえない。

いずれにしても本種の生活史を飼育によって調査する場合，このなわ張力の間勘は早めに解決

しておかねばならをい。（以上，文意・山村栄一郎）

∬　出水地方における分布調査の幸顔告

1． 調査方法

川，胤　と広範紐に分布しており，協同研究ということからも，生物部員または，アブラボ

テに心あたりのある人に，次の表のような調査紙をくぼ って調査してもらった。

アブラボテ分布状態調査紙調査者名（）

調査年月日年月日，時天気水温

調査二場所篇地区（部落）

り）分布状態はどうか。 訊査地の地図

（2j川の幅はどれほどか。

一－5－



19d8，山村栄一郎作製

しかし，これらの諏査だけでは，不明瞭を点が多いので，書いてもらった調査紙をもとにし

て，再調査した。 その内容については，次のとお力である。

（1）川の流れの速さを〝抱で表わした。

（2）藻類，プランクトンの状態

（3）他の魚の分布

（4）貝類の分布

ただし，再訴査でアプラポチを発見できなかった箇所については，とりあえず，分布してい

なしへものと判断した。このようにして作製したものが，図Iの分布地図である。

乱地図に，Ar説C，D地区を書いてあるが，これは，川（本流，支流），溝などの別

で，多少軒樋が，違っているので，調査記録の便宜上，そうしたのである。

また，分布地図に，“当三息記録のある所’’をあげてあるが，これについては，高尾野川では

過去において，生息の記録のある所で，1968年10月10E＝て中流附近において，分布調

資を行なったが，まったく発見できなかった。 （福田先生，山村栄一郎）

阿久根方面の川については，現在でも，生息しているということだが，場所が，良くわから

ないため再訪虎を行なえなかったものである。

2、地図A，B，C，Dの地区における分布状態

A地区………………‥・（吉井秀之，止内”栄一郎，1948年8月～9月）

米の建，沖田を中心としているが，米ノ津では，川の本流に分布せず，その附近の支払，

洗となっている。 本流に分布しないのは，近くの，あるノヾルブ工場の廃液にも閑係している

と推定されるが，まだ明らかでない。

また，沖田で虻，廃扱汚染地区より，少し上流の川の本流でも分布する。

A地区とB地区の問の川においては，1968年の8月25日とて0月10日の2回再

調査したが，いずれも発見できなかった。

且地区…………………（森藤友久てPd8年8月、10月）

広砧橋と，そのもうーっ上の橋で，くぎられる地区である。 その二つの橋の甲尚ほどに，

潅漑用の′」、苔をダムがあるが，そのあたカを中心に，分布するようである。 ここには，種々

の魚が生息し，隼に，d～8月ころには，アユがとれるので，この点から分布の条件には，

かなか適当であるらしい。 巻貝としては，刀ワニナのト4蚤が多くとれるが，二枚貝の生息条

件にも通していると考えられるのだが，まだ未発見である。

－6－
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C地区…・‥…‥・‥……・（森嶽友久1968年8月～10月j

米ノ泣川の大きな支流の一つで，乎良川の中流附近に分布する。 ここで興味が持てるのは，

本流との合流点から上流㌦＼500mぐらいの所まで分布せず，そこから上流へ500′－600

77月で分布するということである。

D地区＝巾‥‥‥‥…‥…（山村栄「軋川南治史，荒木憲一，多田鼠陸雄，森藤友久，鍬兇耕一J

五万着溝，またはその支流に分布する地区である。 ここではA，B，C地区のいずれよ少

も，個体数が多いことである。 またここでは，巻貝類の他に，二枚貝が生息しており，それ

首，水生植物についてもかな力繁茂しており，′3月ころから始まる，“アフラボテ”の産卵

に，非常に大きを招待が持たれる。

（税一日地区における二枚貝の二種の名前は，今；・慶大の平田先生に問いあわせてある。 ）

以上を，表にしてまとめてみると，だいたしへ次の表のように・をる。

高峰 A B
と．。

D

川　　　 幅 5′－ 7 G耽 5　0 － 5 0 〔取 dへ－1 0 cm 3 ′－4 C呪

川　 の　 底 lどろ．・と小石　　 l抄，中～大の石 ！どろ，′」、ヤ大の石 砂とどろ

流　　　 速 4 m／匁 5 ～ 4 ㌢杏 2 ～ 5 〝～．／み 0・クー 1〝24 ナ

ノウ範，フ

ランク トこ／

プランク トン少，

ノウ類普通

ノウ郭が多い， ノウ類 最璃

佃l 体　 薮 ！局地的に多い
まはら まばら 非常に多い

貝 の 分 布 カワニナ類 カワニナ類‾ 刀ワニナ叡 カワニ′ナ類，二

枚貝

他の魚の介 フナ，ナマズ，ウ フナ，ナマス， コイ，フナ，ナマ フナ， ドジョウ

行 ナギ ウナギ，アユJ
l
t
l

C C f∴ 門口沸

ドジョウ，他　　　」　　　－ － － ．．． スナヤツメ」

1958，6～8月まで

以＿上が分布調査の報告であるが，フィールドでのくわしい分布調査と，飼育を加え布その生

活史の調査に主力をおいた。まだまだ不十分な所，未調査の箇所等が多く，この報告は，甲蘭

報告といったものである。たんといっても，対象が魚なので，先見に苦労した。 また何回行っ

ても発見できなかった所もあった。 これからの分布調査は，正確を個体数をつかむこと，二枚

貝の分布との肺係などを調べたいと考えている。 二放貝の貝の甲に，産卵することなどの生

態的にみても，輿味があれこういった飼育と分布調査を，平行して，行なわなくて紘ならな

い。いずれにしても，今から太いに期待できるものである。

調査者名簿

A地区一一一一吉井秀之，山村栄「郎

B地区一一一森旗友久

C地区－一森藤友久
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D地区－山村栄「郎，川南治史，荒木憲「　鍬光耕一

再調査　－（

参　考　文　献

高尾野川，野田川；福田先生，山村栄一郎

B，C，D地区；森政友久

内田恵太郎（1939）朝鮮魚類誌

今井貞彦・中原官太郎（1964〕鹿児島の魚類馳児島の自然（歴児島理科教育協

会）P． 205－221

宮地伝三郎一川邦部浩故・水野信彦（19dd）原色日本淡水魚図鑑（保育社）

近日，慶大理学部の平田昆雄先生から，二枚貝（二種）の同定がとどきせしたので，報告し

ます。なお，同定をお願いした平田先生に対し，あっく感謝申し上げます。

1． マツカサガイ（Inversidensjapanensis）

しへしがい科（FamilyUnionidae）

2． マシジミ（Corbiculajaponica〕

しじみがい利（FamilyCorbicalidae）

生物部誌紹介（1）PAULDVVNIA第1号（19dd）

長野撮木曾吏高校薫三物部

木曾開田高原のコケ，イクビゴケ属について，木曾谷の秋の朕若干，ヨナクニサンの紹介

木曾開田高原の植物群落調査，開日j高原開拓地で扶集した昆虫，木曽東校から駒の湯までの

植物，木曾東校付近の植物。

ほうし宗5号（1967）

新潟県新発田高校生物鼠芸クラブ

蚊の季節型について，藤塚浜の野鳥，新発注日貯近の蚊数，アオスジアゲハの研究，チョウ

センア刀シジミ（′」、国産）。

ー　9　－



アブラボテの分布調査記録（10月）

2年　　山　村　栄一郎

ぺ　言圧か弘所

日的：アブラポチの分布調査

調査者：山村巣一郎　　福田晴天

調査結果

（∋　高尾野川

0県道にかかる倍のFで，川幅が4～5〝7　水深20～50Cの　川底は′」、石が多く流れも

－1lIll



早く，繭あがりで水はにごっていた。

0ノてンクズや，ミミズで釣っ漉琉ニハヤだけで，アブラポチは釣れなかった。

0いないとはいえないが，あま少望みはない。

（彰野田川

○魔道よりわずかに上流艦あるダムの付近で，水裸は約50～100（鼎で，水は澄んでお

れ流れはゆるやかであった。

0ハヤ，ナマろフナが多く，上から良く見ることができる。

○いても良い環境であると思われるが，全然発見できなかった。

亘）折口川

0匡】遺3号線の折田′Jl、学校より上流へ1KInほどの所で，川幅は3～47乃流れはゆるやかで，

水はにごっておお底は泥質で水生植物が生息している。

0フナ，オクマジャクシだけが確認されたが，アブラポチはいなかった。

0釣カをしている人にたずねたが，アブラがテを知らなかった。

○ここには，生息していないらしい。

生物部誌紹介（2）まのせ第1号（19d4）加世町馬佼生物部

セ寸の鳴く時間調査，クチナシの最後，クマスクレの開花について，花粉の観察，ウキク

サ群落の発達について，プチノ、モトキの採集，ムラサキツバメ茸越冬，加世田甘付近で採集

したスズメガ類，ノてン酵母の無気呼吸実験，ミミズの上：i∴’ミ放，ショウショウノくユの飼育。

まのせ舞4号（1ジ占7）加世田高校生物書β

カんどの変色についての問匙，ウキクサの寿命について，生きている組組甲にある酵素，

メスア刀ムラサキの飛来，フォパセセリの造巣性，ネムノキにくるアケノ、チョウ勅，ユスリ

カの唾液腺染色体，刀エルの上皮細胞・黄紋筋・カラス軟骨の錨も振数による培内の動き

ゴキブリを使った実験。

まのせ第5号（19d8）加般田高校生物部

ジャガイモの毒について，縫物に含、薫れる色素体について，微生物の観察，ネムノキにく

るアゲハチョウ部，ニワトリの胚の発生，秋白のツマベニチョウ，性ホルモンの二次性徴に

及はす影響，ネズミの学習実駅南薩の迷駁記録，カエルの心踪潅流実験。

ー11－



アブラボテ2月の調査記録

1年　　森　藤　友　久

日　　時：19d9年2月21日（金）（天気　C））　PM2：00～4：30

場　所：出水市西出水五万石溝（α区），出水石用水路（β区）（図1〕

目的：（1）産卵期が近いので，水村に入れるマツ刀サガイの採集と，その分布調査

聞l五万石溝の二月のアブラポチの生息状態の調査

（3）飼育用のアブラボテの採集

調査結果：り）マツ刀サガイの分布と調査結果

α区（五万石溝とその附・近）には分布していなかった。

β区＝廿から通じる用水路）には分布はしているが，こくわずかを範囲である。

マツ刀サカイの分布で，問題になることは，針区にかいて調査した範融内では，全然分布し

てからず，また他の二枚貝も全然分布していたいことである。 もちろん，アブラボテは，非常

に多く生息している。しかし，今なぜか？ ということよカも，7∵ブラポチと平行した，全面

的を分布調査が必要である。

なお，二枚貝の分布は，現在までに，たた耳区のみである。

（2）アブラホデの調査結果

グラフ1． は，α区で魚ネットを用いて鮎差別に採集した7プラがテを，体長と個体数との

関係を，グラフにしたものである。 グラフの斜線部分（体長35－54m）以上の大きさのア

ブラボテが，第二次性徴を，見せている。 また，このグラフのきわめて段階的変異が，角を意

味するかは，今後の間勉である。

〔備考〕

0使用したもの

1． スコップ2． フル13． 魚ネット4，水生瑠

5． 水温計占． ポリ器ヱナイロン袋など

・－12－
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クラフ1．7プラポチの月別による体長と個体数との関係（2月，Teb）

し！ ・l∵∵l′二・

（1969年2月21日，五万石蕗）

（％は4、数第5けたを四捨五入）

－14－



鬼嶽採　集会の報　告

1・日時：19d7年11月5日天候：晴れ

場所：熊本保水俣市鬼嶽

2．コースと日程

0出水高（8：25）一一芭焦一一県境（9：55）一一招川内－一舟迫（‘10：25）

－一頭石（10：50）一一一一鬼嶽（1：30－2：15）－頓石（3：55）一一

出水高（d：00）
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5・参加者：長友先生，福田先生，吉井秀之，乱口文男，山村栄一亀上床警良，新田正子；

野村姦里子，西原美津子，福田美保子，峯元盟久子，松岡和子

－15－



4．調査結果

庄）頂上付近（8～9合員）の植物（樹林少し）

サカキ，－ア刀ガシ，カラスザンショウ，アオキ，ムベ，ヤブニッケイ，ミヤマ三／キさ，サ

1
ルトリノトバラ，イノデ，1ヤヅデ，シ・ユイチキイヌビワ，ノ、マ‾クサギ，キジョラン，ヌス

ビトハギ，ムラサキシキブ，カクレミノ，イヌカヤ

頂上は伐採地でススキの群落が発達し古い′」、さい神社がある。 8－9合且の一部にやや古

い樹林がみられた。 矢筈岳によく似ている。

抜）妹類の記録

イチモンジセセリ，キチョウ，モこノシロチョウ，ムラサキエ′ジもウラナシジミヤマ

トシノミ，ツバメシジミ，ウラギンシノヾ，アサギマダラ，ツマグロヒョウモン，イチモン

ノチョウ，コヾスジ，アカタテハ，クロコノマチョウ

スギタニルリシジミ，テングチョウの諭査

2年　　山　桓　栄一郎

ご1）スギメニルリシジミ

これまで，出水甫白木川内塩見付近で，1古（1960． V． 1）の記録があったので，生

息している可能性は十分あった。 しかし，それからまったく記録がなかったのだが，19d7

年4月7日に，出水市道之段登山口ならびに千尋竜付近で，5♀・7谷葱採無し，又，多数の

個体も発見した。 普通ルリシジミに浸って，わずかに発見されることが多いが，この場合，ル

リシジミよりも，その個体数は多かった。

④テングチョウ

これは矢筈岳に生息することがわかってから，これまでに，卵の採簸記録もあったのだが，

最近代格が進み，19d8年月日に採廉に行った時には，まったく発見できなかった。

また可能性があ畠とすれば，わずかに，更側斜面だけであろう。

なお，紫尾山においても，記録があるが，産卵場所はまだ発見されていない。

ー16　－



十曽池採集会報告

2年上床賢良（プランクトン）

2年山村栄一郎（媒斬）

1期日：19d8年d月2日

2場所：天口甫十曾池

。
出水駅（占：15）苦苦語山野緑（7：28～7：40J一旦議魚池看板（8：

35）－一十曾池（9：00～10：4日）……上流へ……昼食（11：20～

15：40）－一十曾池（14：10′－14：44）－－山野駅（15：10～

15：20）」吊LJ畑こ出水駅（1d：5d）
111－

二二∵

チ／～＿Jr－、

！

ノ＼＼－′、　ぐ

／ノVノ

N
A
－
1

3　参加者：（9名）

福田先生

1年…川南治史，鍬光耕一，橋口正一

2年…山村栄「邸，大野和年，上床翼長「峯元理久子，松岡和子

一17－



4調査記録

（1）プランクトンについて

イ）採集時刻：9：00－10：00

ロ）使用器具

プランクトンネット2個（． ローフ．付）

水中温度計1本（20mはとのひもが結んである）

採束ビン：用意したのは細ロビン9本ほどで実際採集したのは4本，役にたったのほ2

太……栓はゴム栓

フォルマリン（1どこ′で十分J

ノづ採集法

ネァト［］径50mを2個，ロープは約10間

貸ポー▼トを使用し，2隻に分れて湖心部，沿岸部，表層，底屈などに分けて採集した。

標本は岸にJ：げて検鏡したのち，すぐにフォルマリンで処理をした。 採簸ビン4本に採集

したが，その内2本は持ち帰るときに破損して表層，底層などについての詳細はわからな

かった。

ニ）環境

天候は快晴で，隠やかな日和であったがわずかに川下の万からの風がさざ奴をたててい

た〇十曾池は年頃にできた人口池（川を塞き止めた小型の人造湖）で深さは最深部で

． 12期ほど。ほんの少しずつではあるが流れている。 池のJ二流薯仁と下流説には，マスの養

魚場がいぐつかずつあった。 水温は（沿岸部ニ20℃，中心部表層＝20．5℃，中心部故

層＝20℃）といったようにだいたい一定していて20℃ぐらいである。 璃完言上この池が

割合大きくて，長さ約1K恥幅500、400〝～位もあるためであろう。 気温を測ってか

くへこきだったが，放り忘れてしまった。 透明度は不正確ではあるが，見当でいくと2′－4

77～位ではたかろうか。 甑の水自体が濁っているためか，それとも採簸ビンに採集した標本

の色から事は解決できるか，これについてはまだはっきカとしない。 流入内川については

この禍の基盤となっている川1本だけらしい。 底質は見たところ着がころころしているよ

うだ。

この池は両岸部がすぐ山と逢ってお力岸の部分には木々がおおいかふさるように進出し

てきている。 河川の流入するあたりには多少水生植物などが，繁茂している。

ホ〕極鏡結果

優占種：ソ’ヮミジンコモドキ（Bosminopsisdeitersi），テjL，モケンミジン

コ（TllermOcyClopshyalinus）

その他：ゾウミジンコ（Bosminalongirstris），フクロワムシ（Asplan－

Chnapridonta），枝角類の一種，ノープリウス幼生クマヒダマワリ
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（Eudorinasp． ），珪藻軌etc．

一へ〕まとめ

出現するブラ、ンクトγが枝角類，鹿脚類などであ少，まわ少の環境全股を見ても想像され

るように，この池はまだ新しい貧栄養型の池であカ，人造湖としてもまたプランクトンの内

容にかいてもこれから発展しつつある池であった。

桑以下，そのスケッチを記載。

′’　G＞、

＼つ恕高。
＼

・二 l慮）rina

elq翠王lS

Tl肥rmO野Clq関砂山如us

∴・

×100

Nal甲lius st喝e
larva

頂　ノイ

×1100

Fragilaria sp．

Bosmirn王α聡ipOStris

＼、、．㌣√／′×100

Bosminq）Sisdeitersi

．

♂

♂′

Asteriqneila sp．
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（2）紐崩について

的白的：ォオムラサキ，スギクニルリシノ号の幼虫探しが主削りでありたが，そのはか

の昆虫全般の分布調査もねらっていた。

伺記録方法：山野駅一十曾川上流を次の三区間に分ける。

A：（山野駅～養魚地分）人家，畑（キャベツ，クワ，イネ，ジャガイモ）

水田（レンゲが黒いサヤをつけていた）

B：（十曾池周辺）養魚場（2つ）川べり（ヤナギ類が多い）

池べ少（二次株でまだ新しいJ

C：し上流）伐採地か栂林地（スギが少しある）荒地上，草原

の喋の分布出現記録（♯＝多T＝普通－＝少）

採　　集
種　　　　　名

ダイ　ミ／ヨ　ウセセリ

キマダラセセリ

ジャ　コウアゲハ

アオスジアゲハ

種　　　　　名

ヤマトシジミ

ルリこ／ノミ

十！ ムラヴ‾キツバメ

ヒメウラナミ

丁‾＝丁 肯 ‾

l
ク＝ヒカゲ

「 ‾「 ‾ ヒメジャノメ

J － キマグラビガ

－7 アサギ．1・ニ支‾ラ

＃ ♯ ワラギンヒョ

l

＃

－ イチモンジ

♯ コミスジ

コムラサキ

採　　集　　地

このうち探束したのは次のとおり（扶桑者山村栄一郎・梧［］正一）

タイシヨワセセリ（1J，オ∴オチャバネセセリ（谷J，キチョウ（3谷），モンキチョウ

し2古1♀），モンシロチョウ（1♀），イチモンノチョウ（2♀），コミスジ（1谷），

ヒメジャノメ（2古2♀），クロヒカケC1谷らヒメワラナ（ジャノメ（1♀），キマグ

ラビカゲ（5容2♀）

オオムラサキとスギメニルニ／ジは，ちょっと期待はずれの嘩境で発見できなかった。
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こミ。

紫尾一山，矢昔岳の鮮類報告（1）

3年　　溝　口　文　男

これは，1967年9月15日から1958年5月17日までの問に，鹿児島児出水甫紫尾山

と矢筈岳から採集してきたものの一部である。 又紫尾山は標「雷11Dd7mで，頂上付近には，ブ

・‾4－巨ナの美林があり着生鮨類の多いところです。 矢筈岳は，鹿児島県と熊本県の撮境に位置し，頂上

付近には，標高d87mにもかかわらず，さズゴケの群落がありおもしろいところです。

なお同定には「三重コケの会」の孫福正先生にお戯いしました。 ここに厚く御礼申し上げます。

1．Atrichumundutムtum（Hedw． ）Beauv． V． minus（liedw． ）Par．

2．Brachytheciumplumosum（Hedw． ）B． S．G．

5．DistichophyllummaibaraeBesch． ッガゴケ

孔Eurhynchjumriparioides（IIedw． ）Rich，

5，Fissidensadelphinus上iesch． コがワオウ：ゴケ

占．F． cristatusⅥγils． トサ刀ホウオリゴケ

ZF． gymnogynusBesch． ヒメホウオク：ゴケ

8∴F． japorliLuSDoz． etMolk． ホウオウゴケ

貧F． nagasaki：主uSBesch． ナカサキホワオウニrケ

10．I麺plocladilユmanguStifo王ium（且ampe． etc． Iuuell． ）Broth．

11．Haplohymeniumpseudo－triste（C． MueH． ）Broth．

12．IIedwigiaciliata（Hedw． ）P． Beauv． シロヒジキゴケ

15．IわmaHodendIOnSCalpellifolium（Mitt． ）Flesch．

14．Mniumcuspidatumsubsp． trichomanes（Mitt． ）Kab． コツポコケ

15．M． succulentumMitt． ァッバチョウテンゴケ

16．PhilonotislancifoliaMitt．

lZPtercbryumarbusculaMitt． ヒムロゴケ

18．PogonatumspinuosumMitt． ハヾズニワスギゴケ

1鼠Ptychonitniumdentatum（M＿itt． ）Taeg．

20．RhacomitriumanomodontoidesCand．

21．Phodobryumgiganteum（Schwaegn． ）Par． オオカラヵサゴケ

22．Sematophyllumpu王cheHumCard．
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プラナリア採集． 飼育． 実験

1年荒木婁一

川南冶史

〔まえがき〕

文化祭で，プラナリア（Planaria）の再生状態を見てもらうことになれ丸塚方面に． 採

集に行くことに覆った。 採集されたのは「日本動物図鑑」などを参考にして調べたが，ナミクズ

ムシ（PlanariaJと思われる。 そして11月1Eトー11月15日まで再生実験をおこなった

のでその結果を報告する。

第1回採集粟屋山慾（圧巨児島県出水市丸壕→平岩→紫尾山中艇（500漑）

19d8年10月27日天気q）

1．参加者． 上床督良，荒木憲－

2．用具ポリ容器（天1，′」、3），スボイド（大2），毛箋（′j、日，ビニール袋し4），

えさ（魚の内転）

乙調査日程

十時に上床さん宅に行き，10時5分に出発し7㌔自転車だったので釦拘地丸壕へ11時前

に到着した。 11時から11時50分まで，1口個体を採集したが，そのうち1個体は鞠C大

きかったっそこにトラップを仕掛けてから昼食をす－ませ，徒歩で平岩へ向－Jた。 その間川へお

りて分布調査をしたら，色が白いのを2個体採集した。 平岩に12みてU分につき，またトラ

ップを仕掛ナた。 そして2時まで1時間半かけて分布調査のため，紫尾L掴］臆し50〔7研）ま

で登ったがタ1個体も採集できなかった。 そして下と蟻丸壕へ帰少つしったのが引堵ちょうど。

途中トラップを調べてみたが，仕掛け方が悪かったのだろうか，全然かかっていたかった。 ま

た丸壕まで1回問かけて15個体を採集。 そして帰宅。

孔反省

はじめてぐ〕プラナリア採集だったが成功したといってよし1。 本などでプラナリアの生息条件

を読んでいたが，まさにそのとおりだった。 また，ポリ暮器い」、2），スホイド（大2）をど

は余分を用具だった。 トラップは，ビニール袋に小さい穴をジたくさん射す，前の［コの方を流

れと同じ向きにして石を薫上りにして掛ハたのだが，ためだった。 川の中央においたのがそC）原

因のよう夜気がする。

第2回採集

1968年11月2日天気①

もつも、
1．参加者田多飽隆雄，荒木憲一
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○内の数字は，第1，2回の採集でえられた個体の総数
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2・用具ポリ容器（大1，′」、1），スポイト（大日，絵等（1），

5．調査日程

午後2時75分学校を出発して鋸勺地丸塚に5時に到着した。 それまで2～5回分布訳盃を

したが全然いなかった。 3時05分から約1時間半にわたって採集した。 その結果大形（2．5

－5m）約10個体と中形（1・5′－2・5m）約50個体，小形（1．5cm以下）約20個体が採

集できた。それらは，ポリ容器2個に水をいっぱい入れてそこを引きあげた。 5時に学校に到

着した。

第1回再生実験

1968年11月1日（17時～18時）

ナミウズムシ7個体を使って実験にかかる。

葉にのせて刀ミソリで切る。 そして直径8． cm深さ2cmのシャーレに自分の家の井戸水を，

3分の2ほど入れて暗い戸棚に入れてかく。 水温は実験中は，ほぼ－垣で，18℃～20℃

だった。 え苔として，鶏卵の卵黄をノ使用した。

NalABAB

〔二二二工二二二⊃一≪二つ－c二二二二二プ

第1日目静止状態にあれ丸く縮んでいる。

第2日目同上

第5日目刺激を与えると反応を示すが，まだ丸く縮んでいる。

第4日長Åひ切断部が白化。 Bは別に変化をし。

第5日目Ac）切断部に白色C突起が見られる。 Bは自発的な運動。

篇d日日Aの頭部，月の切断部に白色の突起が見られる。

据7日目Aは頚部も尾悪もほとんど再生した。 Bの突起は長くなってレLう。

貌8日目A，B共に切断前に近い形をしているが，体長は前よ少笠汗㌔

篇9日目Aは完全が杉をしている。 おは頭部も完全に再生してLへる。

第10日目同」二

No．2
毛二三二二三二二＞・一・一一＞㌫二二二二＞

篇1日目静止状態にあれ丸く縮んでいる。

第2日目同上

第3日目同上

－25－



第4日目　ちょ・らとの刺激で活発な運動をする。

鋸5日目　尾部の切断部が大きくなってしつる。

寓dd目　自発的な運恩廃しはじめ，頭部切断部が再生されはじめた。

第7日目　頭部切断部が密着しかけていて，採集当時と変わらぬ元気。

第8日白　項部，尾部の切断部が密着。

第9日日　　　　間　　　　　＿上

第10日目　　　同　　　　　上

A

▼・一一ムー一一ノブBは死　Cは死

No． 3

No、4

ABC

虻二二二一m二プー‾▼‾タ左

第1日昌静止状態にあり，丸く縮んでいる。

第2日目同上

窮5日］B，Cが白化LAは元気である。

第4日目勘Cが死んだがAは元気である。

第5E‖］A虹順調に再生しつつある。

篇dh臼Aの尾部は大部分再生している。

第7E欄Aの尾鶏が右に伸びている。

第8日巨活発に運鼓している。

第9日目はほ完全に近い。

第10E用佃ユノ」、亨くなったが完全に再三している。

・－、一　・二　一一日　．

Ai3　　　　　　A

‡‘二二二二三三二二二ニ　r→ぐ二二二プ

第°1日目　静止状了症にあま），丸く縮んでいる。

第2Hb Aがかすかに近地をはじめた。 Bは静止状態にある。

籍3日目　切断部む中央が黒化してレつる。

競㍉＝］冒　A一甘訪対症弘　尾部の区別がつかないぐらい縮んでハる。

約5日目　Aは少しほどけて静止，Bは丸く摘んでいる。

詳記5日ElJl片に尾ができている。 B性丸く縮んでいる。

第7日目　Aの尾が右に壇がっている。 Bは豆喜郎に左目ができている。

荒8日臼．Bに白い両眼（不完全）ができている。

岩9日目　月の左眼は完全であるが右眼は不完全である。

第10日目　AはBよ少体色が洗い。 Bの両眼は完全である。

－26　－

B

C二二ニ二二ゝ



ABC

No・5　C二二三三ここ：二＞ノ

第1日目　静止状態にあ牒丸く縮んでいる。

A Ii

・一　、－、二　一・一　　　、－〕二二二．．

Cは死

第2日目　　　　同　　　　　上

第5日目　A．，B，Cの順に元気である。

第4日目　A，B共に脱調に再生しているがCは白化している。

第5日目　Cが死んでしまった。

窮占白目　A，王iが急に運動をやめた。

第7日目　Aの尾部が再生しおわカ，Bは頭部を再生しつつある。

第8日昌　Aは頭をもちあげ，らせん形をなし，王はねじれて横たわっている。

第9日目　　　　同　　　　　上

第10日目　　由　　　　上

A B A

No・d e≡三二二二二二フ’＋一～→・¢二二二二二二フ　¢二二二二二二二＞

篇1日目　静止状態にあお，丸く縮んでいる。

第2日目　　　　同　　　　　＿上

第5日目　Aの頭書呂が右に曲がっていて，Bにもう一つの眼ができつつある。

第4日目　　　　同　　　　　上

第5日目　Aの切断寵が再生しはじめた。

第6日目　酎こもう一つの眼が不完全だができている。

第7日白　月は両眼がある。

第8日目　頭部だけで運動していて尾菩祉工動かない。

岩9日目　形は不完全だが元気である。

第10日目　Aは切り口が完全に密着し，玉は頚部だけ号葛射している。

A B A

ND． 7　く〇ニ三三二二二三＞・一一う、くご二二二二二ユ　　　¢二二二二二二ニプ

篇1日目　静止状態にあれ　丸く縮んでいる。

第2日日　　　　間　　　　　＿上

第5日目　Aに両眼がみられ，BはAより元気である。
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畠4日目

左汗目白

・jJ CLナ」「う

岩7日日

射8日白

第9日目

羞10日目

A，甘共に元気でゆるやかな運動をしている。

同　　　　　」二

A，H　に静止している。

Aの尾雷が右融的；っていて，Bにもうー方¢）取ができている。

B虹両眼が完全に再生されている。

Bは尾が左に曲がっている。

動きがにぷい。

〔まとめ」

以上7個体の実廉からわかることは次のとおりである。

（lJ完全に切断

ィ． 二分したときは約8日で体形は盗うが，体長はもとにくらべて少し小さくなる。

ロ． 、切片が5冊のように小さいときは約5巨蝿生酎玩けるがそれ以」二たつと死ぬ。

甘一部分的に載れ白を入れると，頭部で約占巳，尾部で約7日かかって接嘉する。

（別形が完成するまで少なくとも9E］を妥する。

（4）再生芽ははじめ，白色で突起のようにしてあらわれ，体の中央に近ければ近いほど，褐色

化する。

（5）餌は完成するまでに約8日を要し，da日頃から輪砲のほっきカしない眼点ができて，8

日削Cは普通の状態にたる。 ただし放鳥に近い切片はど再生が早い。

〔今後調べたい点〕

（lJプラナリアは「体色は黒色ないし黒褐色が普通で，山地へ行けば行くほど白色化してくる」

ということから，出水地方の分布説腫とこの体色変北港調べること。

（2Jまた「再生力は強いが自然状態での三三枚こついては，夏が敗性生殖，冬が有性生殖で，夏

の劫ミ増拉がさかん」ということからその過程を飼胃によって確認すること。

（3J出水地方において，ナミウ㌧ズムシよ他の桂料がいないか調べること。

生物部誌紹介（5）餌ODOK題姦11号（1957）

簡京都農芸高校生物部

亜高山指の鳥類，奥秩父の昆虫，荒川掠流の甲虫粕，虹の研究，善福寺公誌の鳥，熟帯魚

北海道上湧別の娠類，シダ栖物。

MODOKl盆2号（1968）

寒商品2号（19d8）． 宮之城高校生物部

真線素の分析，モワノウチタ林の下草群落と抱三E
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ヤマセさa
l研究動機

ヤマセミの生態

1年し　一橋　口　正　一

家の近くにシラスの崖があり5年ほど前から，シラスの崩れた崖に刀ワセミが営巣Lで． ′へた。

高い所にあって近ずけなかった巣が雨によってシラスが崩れてしまった。 そしてはしこをかけ

て見ることが出来るよう咋なった。それがもとで，鳥に輿味を持っようになった。 シラスの崖

ばかカ見て歩くうちに，以外にも家の近くにヤマセミの巣があるということがわかった。 以前

から珍らしい烏だと聞レ1ていたので調べてみることにした。そこで，そのうちまだ途中ではあ

るが，発表したいと思う。

∬地形

大

／
′

′
！

／

ヤマセミの巣のある所也出水市のはは南側にある周

囲約5キロメートルの′ト高い丘にある。 ここは，花見

ケ奴跡で城川と呼ばれている。 ここは一帯が厚いシラ

スの属でおお1細′しているため，あちこちに白いこ／ラス

の崖をつくっている。 その城山の甲でもこのヤマセ

ミの営巣している所は，南端にある。

ここには市道が南北に勒っていてその両側はち男）立っ

た崖になっている。 ・一。．
二〕つち西側の崖は約50メート

ル位あり，その崖にヤマセミの巣穴がある。 東側の崖

は，10m位ありその」二は林となっている。

そこから川までの距離は，北西に約7007乃位の所

に川幅50甘位の乎良川がある。

また，草津：1キロメートルの所には，平良川より少し

′」、さい鍋野川がある′。

ここから他の山までの距離は，500〝痛拍βには城山よりも大きい山があり，さらに1キロ

メートル南に行くと柴島LLlに連なる山がそびえている。

∬付近の植物

南北に走る市道のまわり5－5間の所は，雑草の茂みがある。 西側の崖は，ほほ垂直で戻る

凶でもわかるようにその中ほどの高書のf榊こ，′J、さな松があるはかは，杓も生えてい別へ∴畠

の上には，両側とも古いスギとシ4（ツプラジイ？ ）がある。 北西部100椚の所には，モウ

ノワテクがあれそこには人家がまばらにある。 そのむかいの崖の＿もつまり北項部100打2

－29－



には，栂林による高さ10m位のモミの林となっている。 さらに蘭へ行くと，そのモミのつき

るあた少からは，去年（19168年）シイ・マ夕があったのを伐採してしまって今では野原の

ようになっている。また窮1図の甲央部から蘭の方へ溝のような恕じの5メ一一トル位の，周囲

より5ノートル位低いくぼ地がある。 これを境にして南側はシイが茂れ北側はクスノキが生

えている。

この市道は，山の中の人通力の少ない寂LLす斉にある。 その上ここには，防空壕が残っており

う丁暗い出道の両岸にほっかタロをあけていて，気味の患い所として人々があまり通らない所

でもある。
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C）

戦目－ご

く凡例＞（ノ和‥‥‥てマセ号の止まる木でAからGまで記号をつけた。

x和……ヤマセミの巣の位置
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鼎アルファベットのついている木の説明

ヤマセミには，決った木に止まる性質があるので象1図にヤマセミが止まる木を全部▼書いて

それにAからGまでの記号をつけた。

窮2図杖Bにつ恒て書いたものである。 AとBとは3椚位の距虹にあり，どちらもクスノキ

で高さ8と10沼である。 そのうちBは，第2図でもわかるように上から4メートル位の所は

枯れている。斜按の部分は，集の茂っている所である。

ABどちらもやぶの甲から一段と高く出ているので，

日当カもよく，あたりを見渡すにも都合の良い所であ

るっ第5図は，Cのことを書いた。

高さ5、d7期のシイ

で，崖縁にあるこの木は，道路や巣を見るのに都合が

よい。雨も少し位はしのぐことができるらしく，雨の

日にBの木にいるのをよく見かける。 Bからは，10

mの所にあ少，この木の面倒1一メートルの範艶の下葦

は，華で集が白くなっていた。

第4図は，Cから1・0メートル両更にあるDの木で

高を9掛位のヤブニッケイである。 まわjHこ同じよう

な木のある，うす暗い林の中にある。 下葦は1． メート

ル位の小さいヤプニッケイとシイである。 この木の7

メートルの高さの所から詔に5加位の枯枝が出ている。

ここによく止まるのであろう。 Cと同じように東側1

mの所にある広言2メートル位の範鼎の下草が白く・∴

まっていた。

その他，EFともシイでE紘87乃位，Pは12〝！ 位

の古い木である。I3からEまでは150隼，Bからダ

までは500研位ある。 またGは，クスノキで高さ

10メートル位である。

Ⅴ生態

ヤマセミは，刀ワセミ勅の甲では∴詩大きい。 古に

は執上に羽冠があ少，遠くからでも自立二つ。 色は窯と

白のまだら槙様である。 古にたけは，喉の所の両側と

胸に淡い茶色のはん点がある。 分布は，本州，四亀

い。また，ヤマセミは非常に答戒心が強い烏である。

JF．

′
子
r
r

プ山、桐⊂周年生息するが数はあまカ多くな

dOmも近づくとすぐ飛び去ってしまう

のでなかなか観察がしにくい。

おもしろいことに，この烏は，必らず決った木にだけ止まる。 その木のうちでもだいたい決っ

－　31－



た幹に止、こ至る。その木は，評でも説明したように，AからGまでの木たけである。 上iでは第2

図のX印，Cでは第3図の×鶴Dでは第4図のX印の幹に止まる。
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‥尋．
1

必らず決まった木に止まるかどうか調べるために

おどかした時の飛翔方向を調べてみた。

1959年5月15日に． 古でためした。

まず，だんだん近づいて行くと，急に等成したらし

く尾を」二げてじっとこちらを向いた。ふつうは，こ

の鳥は木の上で約1．0秒か15秒おきに尾を上下す

るのだが，憲戒すると急に尾を上げてそのままして

いるようである。時々，木の＿上でキラグと鋭く鳴く。

また近づいてみた。50歳位近づくと，Bの上にい

た烏は，急に木の上で向きを変えたかと思うとすぐ

Cに移った。第5図のlの点棟部がそれを表わして

いる。飛翔中に2回はど鋭いあの芦を立てた。

（二の上でしばらく∴ようすを伺いすぐにDへと移った。その時も，Cの木の上でむきを変えてか

ら飛び彩った。さらにDでかどかすと，Bへ移った。 こういうことを2，3回繰り返したが，

やはり第5園の革うな飛翔方向を絞り返すだけで，他の木には決して止まらなかった。 しかし

4駐日には，「→用巨ヰ皿と彩ったあと，Fに向って飛び去ってしまった。

そして1時間はどすると再び月へ返ってきた。

帥つ臼，この実験をしてみたら，「→」上す崩とBに来てから，Gの方向へ飛び去った。 Fも

Gも十端その不にかくれてしまうと，奥の方なのでどこにいるかは，よくかからないが，同一

扮‰所樟上去るものと思う。

止まってい崩司数む一嶺多いのは，Bである。 朝早くから，いつもBに休んでいるか，ヤマセ

ヾのいない時には，刀ラス，ホオジロ，キジバトなどがいつも休んでいる所である。

その次に多く止まっているのをよく見かけるのは，Cである。 木の糞のかけにもなるので雨の

臼よく見られる所でめる。し少し位叫両では，Bに休んでいることが多い）

Cの次にD，F，Eである。

ヤマセミには，缶とかさ覆い隕少，ほぼ同じ時刻には，同じ木のJ二にいるが，こrLは，、また

よく翫賽ノ・；・していなlハので性襲かどうかわからない。

この烏は，一一日じゆう大の」二に休んでいるようであるが，観数時間の不足から，ヤマセミの

餌を採るようずなど虹よくわからない。

昨年の夏（19d8年）には，4羽のヤマセミが見られ，そのうち早も見られたのだが，

10月から11月にかけて→苛全部見られない時があった。 そして今（19d9年）では省1

羽しか見ることができない。

道路上でかどろかした時，林の甲のDに一時隠れるのは，この烏の「くせ」だろうと思う。

－32－



前記に笑験でもわかると思う。 また，夜の問もDの木の上に休んでいる。

寒い時には，どうだろうか。 気温が3度以下の時，B，Cでは姿が見られなかったが，Dや

その他の所にいるものと思われるが，また詳しく窮察していなしへ。
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第占図　　西斜面の巣穴の分布

く　　　　一一10m

Ⅵ巣穴の分布

ヤマセヾの巣穴は，水平分布については∴第1回の×印の所である。ヤマセミの巣穴と書い

たが，どれがヤマセヾのもので，とれが刀ワセミのものか，ほっきカわからないので崖にある
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巣穴軋全部一貫いておいた。 垂直分布につし′1ては，第d図の×印の所であ為。 壁は，ほほ垂直

で，・高さ50沼位占シラスのはっきりした層はわからないが，上部から4酢の所と87刀の所に

来まっているのは，その属が小さい軽石を含む他とは昇った属であるからだろう。 望遠餅でわ

ずかに他の書とはちが▼フているのがわかったので，その層を斜預で表わしておいた。

毎年，少しずつ崩れているので，どれが新しい巣か，古い巣かもわからない。

、また，どの巣を利増しているかもまだ観察できていたい。

W・付近の烏

こノジュウ刀ラ∴…d羽　　　　　　ウグイス

アオノ

ホオジ・n

メジロ

イ　刀勇ノ

コカワ　ラ　ヒワ

ッグぞ

1亀他のシラス崖における分布

窮7国の地図の斜線部カ㍉シラスの崖である。

1，2，5，占，7，8には，刀ワセミもヤマ

セさもそれら¢）巣は見つからなかった。ただ5

にだけは，刀ワセ寸の巣がうつほど見つけられ

た。Sは，遺属から少し離れていて，しかも，

崖の出来たのが古い。他に見られ夜からプヒモ㍉⊃

の原因としては，人過少の多い道路のわきにあ

ること。そして，新しいこと夜とが考えられる。

他のいずれを見ても4のような条件の良い所は

托られなかった。5の場合は，人家がすぐそば

にあって，そして船木がないのが欠点のようで

ある。

Ⅸ反省

票だ調べ始めて硯もなしつことや，観察時閲の

不足，それに烏の笥戒心の盤いことなどで，不

詳を点が多いbまた，二王態という怨をつけなが

ら，生態にはあま少触れずに環境のことはかカ

述べてしまった。もつと詳しく観察しなければ

Lへけないと思っている。今一番心配なことは，

この独Ⅱ［弓音の伐採が進んでいることである。

先にも述べたようにこの巣から200甘北葡也

至出水市内

筑7図

ヒヨ′ドリ

アオバズク（夏鳥〕

出水小

すでに伐採が終わってしまっている。 それによってヤマセ寸が移動するのではないか心配なわ

けである。しかし，この烏がここにいる． 間はもっと詳しく観覧してみたいと思っている。
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生物部誌紹介（4）桂木第1． 号（1968）川辺高校生物部

葉緑素の也柚裏と票緑素の分離，植物の無機栄養素の後払，魚の色素細胞の変化，心板の

ホルモンに対する反応，鶏の胚の発生，生長ホルモンの潰度と根の生長の反応性。

甲南生物　説2号（1967）　甲南高校生物研究部

ヒドラの再生，呼吸の実験，ヒキカエルの解剖，発光細菌，供の話，ク。 マトグラフイー

甲南生物鳥5号（1968）甲南高校生物研究部

佐多町田尻海岸の抽物粕・貝札内娘の現象，原形質オ軋光合成の実験，タンノヾクの生

合成，ショウサンキンの培養，アルコール発酵の実験，個体変異の調査，二プランクトン。

かじのき篇5号（19d8）加治木高校生物研究部

酵母によるアルコール発酵，オクマジャクシの尾の再生，クロモの光合成と呼吸，性染色

体，染色体数の倍加の実験，味覚と遺伝，神経と筋肉のはたらき，カエルのいろLへろな細胞

走性，ムラサキツユクサの花粉母細胞。

脈第5号（1968）辟屋高校生物部

舎1林左告・小鳥の生物調査，蝶の軌緊記録，刀ジガガエルの生態につレ1て，迷烏「イワミセ

キレイ」について，鹿屋前で見た野鳥の種類と艇考等，野鳥の話，水中生物呼吸実験，呼吸に

よる酸素消費貴の山荘脱水素酸素の枝塾実験，みのむしについて。

OR富ENS． 第8号（19d8）‾大島高校生物苦に

奄美の脱蓑種について，．ウニの内払慮禦，卵かく睦による浸透作風ネス号の解剖「軋

トウギョの生態，奄美のバナナのすべて，奄美の野鳥紹介，奄美諸島に生きる両生類。
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部． 貞　名　簿

1968年度

5年7組

5触

∠1組

1組

2年1組

2組

7組

1年1組

2組

5細

う一卜溝口文男（鮮類）出水郡高尾野町下水流

吉井秀之（振）出水南下鯖淵5547

山門日出夫（解剖・植物）阿久根市鶴見町9

新　坂　信　博　（陸・海産只）

田原三千代（陶

新田正子（鼠

指圧l美保子（鼠

野村奈里子（園

松岡和子（鼠

芸’1い

つエ

ゴこヒ‾ヱご

芸

芸

丸尾三千代（フランクトン）

峯元理久子（プランクトン）

白男川孝久（プランクトン）

山村栄一郎（媒）

西田幸男（キノコ）

上床賓良（フランクトン〕

大野利率（シダ）、

野田－（朕）
西原美津子

橋口正一

甜：光耕一

川南治史

森恕友久

荒木意一

円多園睦雄

（出雲：）

（媒・烏）

（プランクトン）

（フーランクトン）

（アブラボテ）

（プラナリア）

（アブラがテ）

肱黒文子（励

麦望三田和子（鼠

野崎貴美子（且 芸芸芸
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〝赤瀬川2867

出水南下知識50ロ8

1γ武本8125

〝米ノ津今古賀2019

〝武本14297

〝上知識1475

阿久根市波留1617

出水市高尾野軒下水流

〝武本8559

〝下鯖淵5254

〝＿上知識157

〝武て∵12595

‾〝下知識8（；97

〝上鯖鵜178

出水郡扁尾野町大久保摘

出水石武本5359

〝八坊155

〝昭和町9115

〟武本7659

〝武本7515

出水凱野田村d9（～0

出水南下知識4078

〟武本5の2

〝武本8242
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